
 

 

 

 

 

 

 

地震・台風に伴う風水害・津波・落雷・集中豪雨。今年も、日本各地がさまざまな自然災害に見舞われています。 

奈良県は内陸県。周囲を山で囲まれており、その地形特性から強風が吹きにくく、比較的風などによる災害は 

少ないといわれています。逆に、大雨による土砂災害や山・崖（がけ）崩れが多く、気象災害全体の約半数を 

占めています。自然災害は、いつか必ず起こります。もし今、災害が発生したら、あなたはどうしますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下で起きる岩盤のずれにより

発生する現象。硬い物に何らかの力がかかり、

それに耐えられなくなるとひびが入るのと同じ

ように、岩盤に力がかかりそれに耐えられなく

なったときに起こる。 

 
〒634-0061 

奈良県橿原市大久保町 320 番地 11 

奈良県社会福祉総合センター内 

FAX 0744-21-7888 TEL 0744-21-7880 

HP http://www.nds-center@nara.ne.jp 
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奈良県の気象災害 

出典：気象庁ホームページ 

http://www.jma.go.jp/jma/index.html 

国土交通省ホームページ 

http://www.mlit.go.jp/index.html 

すさまじい破壊力をもつ土砂が 

一瞬にして多くの人命や住宅などの財産を 

奪ってしまう恐ろしい災害。山腹や川底の 

石や土砂が、集中豪雨などによって一気に 

下流へと押し流される現象を土石流（どせき

りゅう）という。また、山の斜面や自然の  

急傾斜の崖、人工的な造成による斜面が突然

崩れ落ちることを崖崩れという。 

土砂災害 

大雨などによる地表水の増加に排水が追い

つかず、用水路や下水溝などがあふれて 

氾濫（はんらん）したり、河川の増水や 

高潮によって排水が阻まれたりして、住宅

や田畑が水につかる災害。冠水（かんすい）

ともいう。 

大雨や融雪などを原因として 

河川の流量が異常に増加することにより

堤防の浸食や決壊、橋の流失等が起こる

災害。一般的には堤防の決壊や河川の 

氾濫を洪水と呼ぶ。 

 

津（港）に押し寄せる異常に大きな波。 

海底で発生する地震に伴う海底地盤の隆起・沈降や 

地滑りなど、その周辺の海水が上下に変動することに

よって引き起こされる。発生した海水面の上下動が 

特に大規模なものであれば、沿岸に達すると破壊力の

大きな大津波となる。 
津波 

 

地震 

熱帯の海上で発生する

熱帯低気圧のうち、北西太平洋または

南シナ海に存在し、かつ低気圧域内の

最大風速が17m/s以上に発達したもの。 

北半球では、上空から見ると、反時計

回りの積乱雲の渦からなる。 

台風 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水害 

洪水 

http://www.jma.go.jp/jma/index.html


お問い合わせはこちらまで 

奈良県聴覚障害者支援センター 
FAX 0744-21-7888 TEL 0744-21-7880 

 

 

災害が発生し、または発生するおそれがある場合、災害対策基本法に基づき市町村長から以下のような避難勧告

等がだされます。ただし、必ずしもこの順番で、段階的に発令されるものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災の日は９月１日。1923 年に発生した関東大震災に由来しています。 

津波防災の日は 11月５日。1854 年の安政南海地震による津波発災日です。 

自分の周囲で起こる可能性がある災害や、身の回りの危険な箇所、 

また避難場所・経路等を確認して、災害にしっかり備えましょう。 

 

 
    

お知らせとご案内 

◇当紙カラー版は、支援センターのサイトに掲載しております。そちらもぜひ、ご覧ください。 

◇11 月 26 日（月）・27日（火）は臨時閉所、年末年始の閉所は 12 月 28 日（金）～１月４日（金）です。 

 

 

 

避難の方法を知ろう 

 

避難準備・ 

高齢者等避難開始 
避難勧告 避難指示 

（緊急） 

避難情報の種類 

避難に時間のかかる要配慮者と

その支援者は、立ち退き避難を 

します。その他の人は立ち退き 

避難の準備を整えるとともに、 

以後の防災気象情報、水位情報 

等に注意を払い、自発的に避難を

開始することが望ましいです。 

予想される災害に対応した指定

緊急避難場所へ、速やかに立ち

退き避難します。 

まだ避難していない人は、予想 

される災害に対応した指定緊急

避難場所へ、緊急に避難します。 

避難場所へ向かうことでかえって命に危険が及ぶ場合は、近くの

安全な場所や、自宅内のより安全な場所に避難しましょう。 

避難勧告が発令されたら、速やかに避難行動をとる必要があります。なお、突発的な災害では、避難勧告 

等の発令が間に合わないこともあります。避難勧告等が発令されなくても、危険を感じたら避難行動を 

とってください。大切なことは「自分で判断する」ということです。 

注意報・警報の種類 

出典：内閣府ホームページ 

http://www.bousai.go.jp/index.html 

注意報 警報 特別警報 

 

 

低
い 

低
い 

高

井
い 

高

井
い 

災害が発生するおそれの 

ある場合 

重大な災害が発生するおそれが 

著しく高い場合 

重大な災害が発生するおそれの 

ある場合 

危 険 度 

危 険 度 

 

 


